


見沼区の春里中学校では広報紙の
WEB化について講演していただきました。
春里中学校は広報紙コンクールでWEB部門

最優秀賞を受賞された学校です。WEB配信で
の広報活動をどのように取り組んでいるかを実例を
通じて発表していただきました。

　前半に教育委員会の管野様からは「コミュニティ・スクール」
についてのあり方などの講演をしていただきました。令和4年度か
らさいたま市全校で実施となったコミュニティ・スクール。地域の
未来を担う子どもたちのため
にできるだけ多くの地域住民
の方々に学校と地域への関心
を持ってもらい、学校と地域
が抱える悩みを一緒に解決し
ていくことが重要だというこ
とが大切だと感じました。

優秀賞

最優秀賞

はばたき･･････

みぬま･･････････

すずや･･････････

ひがし････････

おおさと･･････

せんだん････････

北斗･･････････

しびらき････････

つばさ小学校

見沼小学校

鈴谷小学校

大宮東小学校

 大砂土小学校

宮原小学校

大宮北小学校

新開小学校

★小学校の部★ ★中学校・特別支援学校の部★

佳作

【応募作品数】　小学校　30校　中学校・特別支援学校　17校　WEB版　２校

令和5年度さいたま市PTA協議会広報紙コンクール 受賞作品一覧

みなみ･････････

むつみ･･･････････

ぬまかげ･････････
ほんまちだより･･･

松ぼっくり･･･

やなぎの樹･･･････

nishicco･･････

与野南小学校

仲町小学校

沼影小学校

与野本町小学校

大砂土東小学校

片柳小学校

大宮西小学校

令和6年度 優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰

・春里中学校ＰＴＡ ・片柳小学校ＰＴＡ

令和6年度 さいたま市優良ＰＴＡ団体表彰
・春里中学校ＰＴＡ
・片柳小学校ＰＴＡ
・片柳中学校ＰＴＡ

・第二東中学校ＰＴＡ
・与野南小学校
保護者と教職員の会

かみおちあいＮＥＷＳ･･･････上落合小学校

優秀賞

最優秀賞

ときわ･･････････

おおとり･･･

つどい･･････････

ななさと････････

なぎさ･･････

はらやま････････

常盤中学校

埼玉大学付属中学校

土合中学校

七里中学校

 岸中学校

原山中学校

佳作
東風･･･････････

希望を胸に････

大樹･･･････････

与野東中学校

美園南中学校

与野西中学校

春里中学校

さいたま八王子･････････････八王子中学校

最優秀賞 優秀賞 片柳中学校

その後、市P協の郡島会長より

さいたま市PTA協議会の役割に
ついて、ICT担当の和田副会長からは

PTA活動におけるICTの活用方法などの講
演会が行われました。どちらもPTA活動をし
ている現場からの話で、参加されている本部
役員の方々は真剣な顔つきで聞いている
姿が印象的でした。昨今重要視され
ているICTについても具体的な活用
方法を参加された方々で共有できた
のではないでしょうか。

　後半は優良PTAで表彰された大宮区の上小小学校、見沼区の片柳
中学校、春里中学校から日頃取り組んでいる活動内容などを発表し
てもらいました。各学校共にユニークな取り組みをしているのが印
象的でした。

最後に中央区の上落合小学校、中央区の八王子中
学校、両校の広報部員さんに事前にいただいた質
問にパネルディスカッション方式で答えていただ
きました。盛りだくさんの内容で充実した時
間になったと思います。
　今年度は広報紙コンクールの表彰式も役員
セミナーの中で開催しました。最優秀賞を受賞

した上落合小学校、八王子中学校、WEB部門の最優
秀賞を受賞した春里中学校、他にも佳作を受賞され
た小中学校へ郡島会長より表彰状が手渡され記念

撮影を行いました。セミナーへ参加した人か
らは「各学校の取り組みを知れたことがよ
かった」「日頃の活動に活かせるヒントをもら
えた気がする」などの声をいただきました。

役員セミナー開催
各学校のPTA役員を対象に、本年度も
役員セミナーが開催されました。
本年度は今までの形式を一新。
二部形式での開催となった。

前半後半

見沼区の片柳中学校では制服を生徒・
保護者・地域とで考え一新したり、生理用

品の常設設置など子どもたちのための活動
が多いことが印象的でした。見沼区・北区と合同で
公立高校の説明会を行うなど中学校ならではの活動
もあるそうです。

大宮区の上小小学校では小中学校向
けのプリント配信サービスを行っている

がくぷりをいち早く導入したり、PTA主催の

魅力的なイベントをたくさん行っていました。ど
の活動も会長自ら楽しんで動いている姿が印象的で、
その楽しむ姿勢は本部役員や保護者へと伝わり今で
は本部役員になりたい方が多数いるようです。

WEB部門








